
公益財団法人 金型技術振興財団 

令和７年度  海外交流助成応募要領 

１．助成の主旨         

”ものづくり”の根幹技術である「金型技術」及び「金型を利用する成形技術」などの研究開発、国内

外の技術交流等に対する助成事業を行い、金型技術等の向上を図り、もって我が国工業社会及び産業経

済の健全な発展に寄与することを目的とする。 

２．海外交流助成の応募要件 

※ 1) 応募は、助成対象期間内における終了済みの国際会議等も申請できます。 
 

＜問い合わせ／送付先＞  

公益財団法人 金型技術振興財団       

〒297-0029 千葉県茂原市高師９７０番地－１     

TEL ０４７５－２７－３２１０     FAX ０４７５－２７－３３１０  

URL http://www.katazaidan.or.jp    E-mail : katazaidan@nifty.com 

助成対象 

海外で開催される金型関連技術および金型を利用する成形関連技術、それらの基礎とな

る工学分野の国際会議（研究発表、招待講演、座長などの役割がある事）への参加、及

び技術調査等への参加、並びに金型関連技術の国際会議（学会等）開催に対し助成する 

助成対象期間 令和７年４月１日～令和８年５月３１日 (左記期間に開催される国際会議など) 

応募期間 令和７年４月１日～令和７年８月２９日 

助成金額 
＜国際会議等への参加＞             ＜金型関連の国際会議開催＞          

総額５０万円／１件２５万円以内（１件～２件程）   総額３０万円／（１件程度） 

助成金の贈呈 令和７年１２月上旬 ／ 指定の銀行口座に振込みます 

応募資格 

国内の大学、高等専門学校、企業の研究部門などに準ずる機関等の若手研究者・技術者、

大学院生、学部生を対象とし、所属機関の長（学長、研究科長、学部長、研究所長など）

の推薦を受けられる方とします。また、金型関連技術の国際会議開催に対する助成は、

主催関係機関の責任者、又はこれに準ずる方とします 

助成条件 会議等終了後に、所定の「終了報告書」を提出可能であること 

応募方法 

当財団所定の申請書に必要事項を記入し、国際会議での発表論文、及び、国際会議の内

容の分かるパンフレット等を併せて郵送いただくとともに、申請書の電子データ(.doc)

をＥメールに添付し、提出いただきます 

申請書は、下記の当財団のホームページ (HOME／各種申請書／助成金の申請／応募資

料申込)からご請求いただくか、又は、Ｅメール等から事務局にご請求ください 

所定申請書の電子データ(.doc)をＥメールで送付させていただきます 

推薦書の提出 

当財団所定の推薦書に必要事項を記入し、申請書とともに当財団宛に一部を送付願いま

す。なお、推薦者は、大学・高専は当該学部長（またはこれに準ずるもの）、研究所等は

当該所長（またはこれに準ずるもの）ならびに、当財団で適当と認めたものとします 

また、企業に所属する者の推薦者は研究成果の公表を承認する権限のある方とします 

選考方法 
当財団の選考委員会(１０月予定)において、当財団の助成趣旨に対する適合性等を審査・

選考のうえ、当財団の理事会で決定いたします 

助成事業終了
時の報告書の
提出 

会議等終了しましたら当財団所定の書式により、終了報告書を提出していただきます 

所定書式はＥメールにて申請者にお送りいたします 

その他 
海外交流成果の積極的な発表をお願いするとともに、発表いただく際には当財団の助成

金交付を受けている事を必ず付記してください 

個人情報の 

取扱い 

① 提出書類に記載された個人情報については、法令及び当財団の規程により適切に取
扱います 

② 採択者の氏名、年齢、所属、職位、国際会議名称、及び、関連情報、助成金額につい

ては、当財団のホームページ等で一般公開いたします 


